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STP分野における数値シミュレーションの将来展望

Prospects of future numerical simulations in Solar Terrestrial Science
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太陽地球系科学の目指す方向性について、(1)宇宙空間ダイナミクスの普遍的・根源的理解 (The Plasma Universe)、(2)
人類の持続的発展を支える宇宙利用の基盤構築 (Geospace Exploration)、(3)太陽活動に応じて大きく変動する太陽-地球
惑星系の理解 (Planetary Exploration)、の 3つの柱で整理することが科学衛星ミッションの将来計画の議論の中から広く
共通認識となってきた。近年の計算機のハードウェア／ソフトウェア技術の発達にともない、数値モデリング・数値シ
ミュレーションが太陽地球系分野の中でますます欠かせない重要な研究手段になりつつあり、計画されている科学衛星
ミッションを含むあらゆる観測計画と数値モデリング・数値シミュレーションとの連携が強く求められている。本講演
では、特にスーパーコンピュータを用いる大規模な数値シミュレーションによる研究の将来展望について、上記の 3つ
の柱や計画中の観測計画のロードマップにそってどのように数値シミュレーションの研究を進めるべきか、若手の数値
シミュレーション研究者らが集まって議論してきた結果から報告したい。


